
様式 1 

受付番号        

 

第 17 回（令和 8 年度）「赤﨑賞」申請書 

No.1 
（ローマ字）  

個人番号 
又は 

学生番号 
 

（カタカナ）   

氏名   

生年月日 西暦  年  月  日 年齢 
歳 

（2026年4月1日現在） 

所属 

職名等 

※該当する箇所の□を■に塗りつぶしてください。 
□教員  □特別研究員(PD)  □学生 

※所属の研究科・学部及び専攻等を記入してください。 

所属等： 

職名又は学年： 

連絡先 
※団体の場合
は代表者 

E-Mail： 

電話番号： 

※日中、連絡がつく連絡先を記入してください。上記と同様の場合は「同上」と記入してください。 
緊急連絡先： 

研究テーマ 

※英語で記入した場合は、和訳を付けてください。 

 

分野  

その他 

※出産・育児・介護・病気等により、研究活動を中断・遅延した期間があれば、休止の理由、期間、程度を 

明確に本欄に記入してください。 

 

 

 

団体の場合は、以下へ団体名及び団体構成を記入してください。 

団体名   

団 

 

体 

 

構 

 

成 

（フリガナ） 

氏名 
職名等 所属・職名・学年等 個人番号・学生番号 

代表者： 
 

 

□教員 □学生 
□特別研究員(PD) 

 

 
 

 

 
□教員 □学生 
□特別研究員(PD) 

 

 
 

 

 
□教員 □学生 
□特別研究員(PD) 

 

 
 

 

 
□教員 □学生 
□特別研究員(PD) 

 

 
 



第 17 回（令和 8 年度）「赤﨑賞」申請書 

No.2 

研 究 内 容 ※2頁以内に収めること 

○研究テーマ 
（申請書No.1に記入した研究テーマと同様に記入してください。） 
 

 

○研究概要 
（研究の内容について、研究実績を引用しながら簡潔にまとめて記入してください。特に対象となる研究における申請者の 

コントリビューションの部分については必ず明記してください。） 
 

 

 

 

 

 

○研究目的 
（研究について、学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義について記入してください。） 
 

 

 

 

 

 

○研究の技術的将来性 
（研究によって得られた新たな知見等が、技術的にどのような発展性を有するか記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

○研究における社会貢献的意義 
（研究が社会や産業界に対してどのような効果をもたらすかについて記入してください。） 
 

 

 

 

 

 

○アウトリーチ活動 
（研究をどのように社会に発信しているか記入してください。） 
 

 

 

 

 

 

 

申請者氏名：              

 

 



第 17 回（令和 8 年度）「赤﨑賞」申請書 

No.3 

研 究 実 績 

○研究論文、著書等  
（現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、通し番号を付して記入してください。 

なお、特に重要な論文等は、該当する番号に○印を付け、別刷の表紙にそれぞれ番号を記入の上、提出してください。 

※５件以内。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○特許、実用新案等の知的財産実績 
（出願人及び発明の名称は必ず記入してください。また、共同特許等の場合は本人部分にアンダーラインを引いてください。） 

 

 

 

 

 

 

○学会報告実績 
（共同発表等の場合は、本人部分にアンダーラインを引いてください。） 

 

 

 

 

 

 

○研究に対する受賞歴 
（受賞年月、賞名及び受賞内容を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

○雑誌、新聞、学会誌等のメディア掲載等の実績 
（掲載年月及び掲載内容を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者氏名：              

 


